
宣
治
と
組
合
教
会

京
都
送
出
の
労
農
党
代
談
士
山
本
力
治
が
右
堤
に

虚
殺
さ
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
三
月
五
日
で
あ
る
か

ら
、
以
来
三
十
六
年
の
月
日
が
流
れ
去
っ
て
い
る
。

し
か
る
に
発
表
さ
れ
九
山
宣
関
係
の
文
献
は
非
常
に

少
な
い
。
山
宣
の
死
後
刊
行
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

政
獲
匙
刷
盟
編
『
労
働
者
農
民
の
代
議
士
山
否
一

治
は
議
会
に
於
て
如
何
に
斗
争
し
た
か
』
(
希
望
閣

一
九
二
九
)
高
倉
輝
・
{
女
田
徳
太
郎
編
『
山
本
宣
治

全
集
全
八
巻
』
(
ロ
ゴ
ス
書
院
一
九
二
九
)
安
田
徳

太
郎
・
山
枩
編
『
山
査
嘉
集
全
響
』
(
新

興
出
版
社
一
九
四
八
)
西
口
克
巳
著
『
山
宣
』
(
中

央
、
論
社
一
九
五
九
)
田
村
敬
為
『
山
本
六
汁
1

口
色
テ
ロ
は
生
き
て
い
る
1
』
(
室
賀
書
盾
一
九
六

木
敏
二

々

四
)
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
て
い
る
き

も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
山
宣
の
著
作
・
新
鼎
誌
論

文
・
議
会
そ
の
他
で
の
演
説
や
講
演
な
ど
で
あ
り
、

生
物
学
者
・
覽
制
限
論
者
・
労
農
研
の
闘
士

.

無
産
政
党
の
代
謎
士
と
い
う
側
面
を
示
す
も
の
は
相

当
の
量
に
わ
た
り
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
山
宕
一

の
全
経
壽
る
資
料
、
ま
た
そ
の
時
々
の
人
問
関

係
な
ど
を
語
る
資
料
は
全
く
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
山
宣
資
料
は
た
び
か
さ
な
る
家
宅

捜
索
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
山
宣
の
念
に

つ
い
て
は
関
係
者
か
ら
の
聴
取
り
以
外
に
は
知
り
え

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
九
。
と
い
う
の
も
、

円
年
時
代
の
山
宵
一
に
つ
い
て
は
雷
一
操
し
た
年
譜

に
も
手
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
が
見
ら
れ
、
そ
れ

以
上
の
こ
と
が
の
べ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
山
宣
の

生
涯
の
瓢
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
一
部
で

は
豐
を
偶
像
化
す
る
傾
向
と
な
り
、
ま
た
一
方
で

は
性
教
育
の
而
の
み
で
山
宥
毛
考
え
る
傾
向
も
ひ
き

お
こ
し
た
り
し
て
き
た
。

し
か
し
、
山
宣
の
資
料
は
失
わ
れ
て
し
ま
わ
ず
に

象
輩
敷
に
陽
の
目
を
見
ず
に
ね
む
っ
て
い
た
。

咋
年
夏
、
一
週
間
余
蕗
敷
に
資
料
調
査
に
行
っ

九
。
そ
の
時
易
将
斎
を
見
た
。
そ
こ
で
は
生
物

学
、
性
科
学
関
係
の
原
書
が
本
棚
の
大
部
分
を
占
め
、

社
会
驫
関
係
の
文
献
は
ほ
と
ん
ど
兄
ら
れ
な
か
っ

た
。
押
入
の
行
李
に
は
写
祭
つ
ま
っ
て
い
九
。
次

に
布
団
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
山
宣
自

身
が
設
計
し
た
資
料
戸
棚
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
資

料
の
鬻
分
は
、
性
教
*
晶
義
の
資
料
や
ノ
ー
ト

.

学
会
誌
・
性
教
育
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
伺
志

社
予
科
生
の
レ
ポ
ー
ト
・
『
産
児
調
節
評
論
』
発
送

用
住
所
力
ー
ド
.
小
力
籍
力
ー
ド
・
ビ
ラ
・
新
聞
な
ど

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
他
に
一
緒
に
入
れ
ら
れ
て
い

九
別
種
の
も
の
は
、
山
宣
の
非
儀
の
際
の
資
料
、
つ

ま
り
、
弔
問
鴛
名
録
・
弔
屯
綴
・
弔
辞
・
非
儀
前

後
の
譜
簡
・
新
聞
影
抜
帖
な
ど
で
あ
り
、
側
の
棚
に

あ
っ
た
帽
子
・
ス
テ
ッ
キ
な
ど
の
遺
品
と
と
も
に
虐

殺
当
時
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
調
査
に
打
っ
六

一
行
は
、

資
料
も
こ
れ
だ
け
か
と
慰
っ
た
し
、
山
宣

佐
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の
長
男
英
治
氏
も
そ
う
思
っ
て
お
ら
れ
九
。
し
か

し
、
土
蔵
の
二
戸
に
も
あ
る
と
聞
き
、
入
っ
て
み
る

と
、
薄
暗
い
中
・
に
山
と
積
ま
れ
た
資
劣
,
か
あ
っ
た
。

そ
の
中
か
ら
、
霄
・
斎
で
も
布
団
部
畢
も
見
ら
れ
な

か
っ
た
資
料
が
続
々
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
資
料
は
、

時
期
と
し
て
は
山
宣
が
神
両
巾
学
を
受
験
し
た
一
九

0
 
一
年
か
ら
戸
殺
後
ま
で
を
含
み
、
Π
記
・
書
簡
・

原
稿
・
ノ
ー
ト
・
新
聞
切
抜
帖
・
メ
モ
・
ビ
ラ
・
ポ

ス
タ
ー
・
新
聞
讐
・
馨
管
か
ら
な
る
も
の
で
、

こ
れ
は
豐
の
生
涯
と
そ
の
時
々
の
人
問
関
係
を
は

じ
め
と
し
て
、
思
謬
成
過
程
・
而
の
状
況
な
ど

を
は
っ
き
り
と
示
す
だ
け
の
量
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
現
在
は
山
宣
研
究
の
た
め
に

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
二
研
究
(
キ
リ
ス

ト
教
社
会
恩
研
究
会
)
に
移
管
さ
れ
、
霊
さ
れ
つ

つ
ぁ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
特
徴
は
、
ま
ず
第

に

は
、
青
年
期
は
日

記

'
簡
に
よ
っ

.

て
明
ら
か
に
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

青
年
期
に
つ
い
て

は
、
従
来
は
、
一

ハ
ハ
九
年
誠
月
.
一

十
八
凹
山
本
他
松

多
年
の
一
粒
桓

.と
し
て
新
京
極
に

生
れ
、
両
親
が
四

条
教
会
(
組
合
教

会
)
の
偏
者
で
あ

つ
た
た
め
、
笠
教

師
豊
を
採
っ
て

2

宣
治
と
命
名
さ
れ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
教
育
さ

れ
た
こ
と
、
一
九
0
 
一
年
神
戸
中
学
に
入
学
し
た
が

身
体
驫
の
セ
め
中
退
し
、
宇
治
花
屋
敷
で
園
芸
に

従
f
た
こ
と
、
一
九
0
六
年
鬮
茎
套
志
し
て
大

隈
亟
"
に
見
習
い
と
し
て
住
み
込
ん
だ
こ
と
、
一

九
0
七
年
大
望
を
抱
い
て
蛍
身
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー

バ
ー
に
渡
り
、
約
五
年
問
、
皿
洗
・
コ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル

給
仕
・
園
丁
・
列
事
ー
イ
等
々
職
業
を
転
々
と
し

な
が
ら
小
学
校
・
中
学
校
に
学
ん
だ
こ
と
、
一
九
一

一
年
十
二
月
翁
気
の
た
め
闇
し
、
翌
年
同
志
社

普
県
凶
年
に
人
学
、
一
九
一
四
年
三
高
二
部
入
学
、

しブ

一
九
一
七
年
東
京
帝
大
聖
部
動
物
学
科
入
学
、
一

九
δ
年
「
イ
モ
リ
の
竿
髭
」
の
論
文
で
卒

業
、
以
後
同
志
社
大
学
予
科
需
に
就
任
し
、
人
類

生
物
学
・
性
教
育
を
講
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

一
九
一
三
年
牙
帝
大
輩
乳
師
に
就
任
し
、
大

津
醐
湖
突
験
所
勤
務
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
詐
細
は
知
ら
れ
て
い
な

こ
の
期
の
大
半
を
山
立
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

)
0

して
冬
地
の
組
合
教
会
で
教
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
日
紀
・
ミ
鮪
が
詳
細
に
吾
っ
て
い
る
。

^
^
^
^
^
一
Ⅱ
^
^
^
^
^
^
^
^
^
」
^
^
^
^
^
^

演
会
の
ビ
ラ
・
メ
モ
・
ノ
ー
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
々

か
ら
知
ら
れ
る
し
、
一
九
六
年
日
木
学
中
社
会
科

48



学
嚇
合
会
樺
で
家
宅
捜
索
を
う
け
た
の
が
契
機
で

大
学
玉
わ
れ
て
以
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
無
宅

啄
墨
動
そ
の
他
に
つ
い
て
の
新
剛
W
抜
岫
・
W

宛
中
,
簡
.
未
発
素
稲
・
ノ
ー
ト
・
メ
モ
等
々
か
ら

知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
研
究
が
す
す
む
に
つ

れ
て
、
山
宣
の
人
と
思
督
が
一
屑
は
っ
き
り
と
描

き
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ぱ
か
り
で
な
く
山
宵
寳

料
の
巾
に
含
ま
れ
て
い
る
説
在
人
手
困
誓
多
く
の

無
産
政
党
.
労
勧
組
合
・
欝
判
合
関
係
の
資
料
は
、

現
代
史
研
究
の
六
め
に
大
い
に
役
立
っ
で
あ
ろ
う
0

今
回
は
、
山
官
資
料
の
巾
の
最
初
の
時
刈
一

ブ

0
一
年
神
同
中
学
に
入
学
し
た
頃
か
ら
若
干
紹
介
し

て
み
ょ
う
と
思
う
。

て
い
た
こ
と
が
判
る
。

「
明
治
三
十
四
年
二
月
十
七
旧
(
旦
・
・
夜
四
条

教
会
大
挙
伝
謡
説
会
に
行
き
大
い
に
感
ず
る
処

あ
り
」

「
二
月
二
十
四
日
(
H
)
朝
製
を
剛
か
ん
が
た
め

四
条
教
会
へ
行
く
」

「
三
月
十
日
(
日
)
午
前
十
時
説
教
を
聞
か
ん
が
た

め
四
条
教
会
に
行
く
」

ヨ
一
月
十
七
日
(
旦
午
型
時
四
条
教
会
へ
説
教

(
復
活
)
を
聞
き
に
行
き
、
午
後
疎
水
へ
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
を
し
に
行
き
、
夜
四
条
教
会
へ
駕
(
精
神

上
の
伺
化
力
)
を
脚
き
に
行
く
」

コ
一
河
二
十
一
日
(
木
)
午
後
四
時
三
十
分
梅
田
発

神
戸
に
到
る
、
神
只
に
移
佳
」

「
三
月
三
十
一
日
(
日
)
・
・
・
・
・
・
夜
神
戸
教
会
へ
説
教

「
主
観
的
同
化
力
」
(
儒
琵
)
、
「
天
地
の
」
僑
」

(
海
老
轟
正
)
を
闘
き
に
行
く
」

「
四
月
九
日
(
火
)
神
戸
中
学
校
へ
入
学
試
験
付
義

の
た
め
に
行
き
、
算
術
・
誌
等
の
試
堅
L
受
く
」

「
四
月
十
日
(
水
)
書
取
・
作
文
・
習
字
・
体
格
の

誤
を
受
く
」

「
四
月
十
一
日
(
木
)
午
後
成
績
を
見
ん
が
た
め
中

学
校
に
行
く
、
傘
誤
に
条
す
」

こ
う
し
て
教
会
生
活
を
送
り
な
か
ら
神
戸
小
学
に

当
時
山
宣
の
両
親
は
新
京
極
で
ワ
ン
プ
ラ
イ
ス
シ

ヨ
ッ
プ
な
る
今
で
い
う
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
店
を
や
っ

て
お
り
、
予
治
に
は
山
宣
を
育
て
る
た
め
の
別
宅
が

あ
り
、
山
笹
そ
こ
を
往
復
し
な
が
ら
生
活
し
て
い

た
。
日
記
は
毎
日
の
学
校
で
の
〕
纛
目
な
ど
の
ほ
か

は
特
に
目
に
つ
く
記
入
は
な
い
が
、
日
曜
と
と
に
は

教
会
通
い
の
生
活
稲
さ
れ
て
お
り
、
京
都
時
代
は

四
条
教
会
、
神
戸
中
学
に
入
っ
て
は
神
戸
教
会
で
、

組
合
教
会
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
生
活
を
送
っ

入
学
し
、
神
戸
生
聖
」
は
じ
め
た
山
宣
は
、
日
曜
ぱ

か
り
で
な
く
、
語
会
・
馨
研
究
会
・
日
曜
学
校

に
も
稙
極
的
に
参
加
し
だ
し
た
。
日
記
の
文
謬
特

に
変
り
ば
え
し
な
い
の
で
、
山
系
聞
い
九
説
教
の

題
と
説
教
者
を
以
下
列
、
心
し
て
み
ょ
う
。

四
月
十
四
日
(
日
)
「
美
的
の
ポ
ー
ロ
」
原
田
助

五
月
五
日
(
Π
)
「
基
督
の
愛
」
原
田
助

五
月
十
九
日
(
口
)
「
種
の
初
対
面
」
原
田
助

五
月
二
十
三
日
(
木
)
「
神
は
我
天
父
な
り
」
油
谷

次
郎
七
、
「
基
督
は
我
救
主
な
り
」
長
田
時
行

五
月
二
十
四
日
(
金
)
「
天
国
の
無
」
武
田
猪
平
、

「
永
化
倫
仰
」
賀
山
幸
二
郎

五
刈
二
十
五
日
(
士
)
「
家
庭
」
中
江
沍
、
「
聖
書
」

湯
輩
伽
郎
、

万
月
二
十
六
日
倉
)
「
葬
教
徒
と
は
何
ぞ
や
」

原
田
助

五
児
二
十
七
口
(
月
)
「
人
と
は
如
伺
な
る
も
の
な

る
か
、
今
器
,
醒
の
秋
に
あ
ら
ず
や
」
宮
川
経
輝

六
月
十
六
日
合
)
「
霊
倫
」
原
田
助

六
月
二
十
三
日
倉
)
「
萪
の
心
」
原
田
助

六
月
二
十
日
倉
)
「
稽
」
原
田
助
、
日
曜
学
校

断
席

七
月
一
日
(
月
)
「
補
の
修
養
」
松
井
文
弥
、
「
人

心
轟
の
弊
」
古
木
虎
三
郎



曜
学
校
に
出
席
、

七
月
八
日
(
月
)
求
道
者
鴛

会
(
進
修
館
)

七
月
十
一
日
(
木
)
聖
書
研
究

会
(
 
0
 
)

七
月
十
八
日
(
木
)
 
0

(
 
0
 
)

こ
う
し
た
徹
底
し
た
求
道
者
生

活
の
う
ち
に
一
学
期
も
七
月
十
九

日
の
終
業
式
を
迎
え
、
九
月
十
日

ま
で
夏
期
休
暇
に
入
っ
た
。
休
暇

中
は
京
都
・
宇
治
・
神
戸
を
往
復

し
な
が
ら
教
会
生
活
を
す
る
。

七
月
二
十
四
日
(
水
)
午
前
鉾
町
を
散
歩
し
鉾
を

見
、
・
・
・
・
・
・
夜
四
条
教
会
へ
矯
風
会
謡
「
日
本
矯

風
盟
の
中
心
点
」
平
岩
恒
保
、
「
攻
庭
の
中
心

点
」
井
深
梶
之
助
を
聞
き
に
行
く

八
月
一
日
(
木
)
袈
研
究
会
(
進
修
館
)

八
月
四
日
倉
)
「
天
父
宗
」
原
田
助

七
月
二
日
(
火
)
「
金
上
の
革
新
」
村
上
俊
吉
、

「
十
字
架
の
福
音
」
油
谷
汰
郎
七

七
月
三
日
(
水
)
「
生
命
の
道
」
岸
田
美
郎
、
「
人

生
の
第
一
義
」
原
田
助

七
月
四
日
(
木
)
「
宗
教
と
生
活
」
岸
田
美
郎
、
「
愛

の
力
」
松
井
文
弥
、
「
△
区
原
田
助

七
月
五
日
(
金
)
「
敬
神
の
益
」
吉
岡
弘
毅
、
「
1
」

宮
川
経
輝
、

七
月
六
凶
土
)
「
基
杵
教
の
勢
力
」
デ
フ
寸
レ
ス

フ
「
の
巻
ど
宮
川
経
輝

、

ト七
月
七
日
(
旦
「
み
あ
し
の
跡
」
原
田
助
、
日

,

を
中
退
し
、
四
条
教
会
で
教
会
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
新
京
極
の
店
を
手
伝
っ
た
り
、
,
芋
治
で
園
芸
に

従
事
し
な
が
ら
毎
日
を
過
し
九
よ
う
で
あ
る
。
四
条

教
会
の
牧
師
に
は
九
0
二
年
十
一
月
か
ら
野
虎

次
が
な
っ
た
牧
野
氏
は
若
き
山
宣
の
よ
き
相
談
相

手
で
あ
り
、
山
盲
は
単
翠
発
展
性
の
な
い
宇
治
で

の
生
活
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
鐸
氏
に
相
談
を

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
一
九
0
五
年
十
一
月
二
十
七

口
東
京
に
商
用
で
行
っ
て
い
る
母
に
、
将
来
の
方
向

に
つ
い
て
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

「
東
京
M
本
霊
三
ワ
ン
フ
ラ
イ
ス
シ
,
ツ
フ

親
展

山
本
母
上
様

こ
の
よ
う
編
密
に
記
入
さ
れ
て
い
た
日
記
も
、

八
月
十
日
東
京
へ
の
旅
行
中
で
記
入
を
終
り
、
残
余

は
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
病
気
で
神
戸
中
学

4

京
店
に
て
宣
治

碁
仕
候
、
一
咋
二
十
五
口
は
売
上
六
十
円
に

御
座
候
。
咋
U
曜
も
随
分
人
出
多
く
深
さ
ん
来
ら

れ
教
会
へ
同
道
仕
候
。
・
・
・
・
・
・
釼
・
本
Π
午
前
牧
野
牧

師
の
宅
へ
行
き
い
ろ
い
ろ
私
の
考
へ
も
話
し
、
ア

メ
リ
カ
の
事
情
も
承
り
候
、
此
出
は
既
に
牧
野
先

生
よ
り
も
御
手
紙
参
る
べ
き
筈
な
れ
ば
既
に
御
承

知
相
成
候
は
ん
、
右
に
付
小
生
の
考
へ
(
牧
野
先

生
の
賛
成
を
得
た
る
所
の
)
を
捺
仕
候
間
何
卒

御
聞
届
腰
、
い
ず
ー
も
沈
思
勢
の
も
の
に
御

座
,
咲
。

牧
野
氏
に
色
々
ア
メ
リ
カ
談
を
聞
き
し
後
、
牧
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師
は
君
は
如
何
な
る
考
へ
症
抱
く
か
と
問
は
れ
候

に
付
、
私
の
園
芸
に
着
手
せ
し
始
め
よ
り
の
事
と

既
に
兵
役
も
近
き
誓
れ
ぱ
其
迄
に
修
業
に
出
る

か
又
は
花
屋
を
始
め
た
く
思
ふ
聖
は
ど
を
談
じ
候

が
、
<
、
よ
り
兵
役
を
避
け
て
波
米
す
る
事
は
能
は

ざ
る
に
あ
ら
ず
と
い
ぇ
共
、
年
少
し
か
も
一
人
子

の
翌
の
望
を
つ
な
ぐ
べ
き
牙
に
し
て
、
か
く
波

米
せ
ん
に
は
殆
ん
ど
一
か
八
か
賂
博
の
如
く
し

て
、
か
か
、
余
も
年
老
ひ
て
成
力
在
急
ぐ
人
か
又

は
家
に
あ
り
て
も
左
彩
益
な
き
人
の
す
る
亭
に
し

て
、
米
だ
年
少
く
亦
一
人
十
の
身
が
か
か
る
危
険

な
る
近
道
を
た
ど
ら
ず
共
、
急
が
ず
進
む
べ
き
正

道
在
進
む
芋
が
当
誓
り
と
懇
々
島
さ
れ
候
。

其
か
ら
亦
、
今
よ
り
花
歴
を
削
く
李
も
此
れ
亦
一

0
 
0
 
0
 
0
 
0

牛
緑
日
柏
木
屋
に
毛
の
生
え
九
如
き
極
劣
誘
も

の
と
な
り
て
、
終
生
鯵
と
し
て
人
後
に
落
ち
て

牛
存
熊
釦
場
裡
の
劣
敗
者
と
な
る
べ
く
、
且
叉
四

袈
に
兵
役
の
控
ゆ
る
あ
り
、
亦
此
れ
に
伴
ふ
父

上
母
上
も
今
か
ら
隠
居
ず
べ
き
年
に
も
あ
ら
ず
、

局
外
者
よ
り
見
て
も
こ
れ
叉
不
得
策
な
り
と
卵
さ

れ
但
私
思
ふ
に
い
力
に
も
其
叩
く
存
居
典
。

扣
其
次
は
、
宇
治
に
居
て
栽
'
M
す
る
も
Π
家
な

オ
ぱ
気
打
も
述
ひ
亦
栽
培
し
て
も
打
父
右
も
な
く

一
向
共
.
訟
手
腕
も
進
歩
せ
ざ
る
故
に
、
丁
度
兵

毯
四
年
あ
り
他
所
に
出
で
て
修
ぞ
、
其
後
徴

兵
検
査
を
受
け
不
合
格
或
は
合
格
を
決
め
、
入
営

す
る
か
し
て
其
ら
ち
を
あ
け
て
後
渡
米
し
た
き
、

と
申
せ
し
に
対
し
、
箭
は
、
易
外
者
な
れ
ば
事

情
も
分
ら
ざ
れ
共
先
づ
こ
れ
こ
そ
正
し
き
適
と
思

ふ
な
り
、
先
づ
ア
メ
リ
カ
に
園
萎
尓
に
h
く
に
も

多
少
羅
験
と
技
術
を
要
す
る
こ
と
に
て
、
タ
マ

か
ら
ダ
〆
の
も
の
に
は
取
つ
く
術
も
な
き
な
り
、

例
え
讐
(
牧
切
牛
)
に
て
も
日
本
に
て
黒

社
の
神
学
校
を
出
で
て
多
少
伝
道
羅
誕
れ
ば

こ
そ
大
学
に
入
り
て
祁
学
を
研
究
す
る
旧
も
出
来

し
な
れ
、
タ
マ
か
ら
何
も
な
き
も
の
に
て
成
功
し

得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
・
・
:
・
・
設
の
先
に
云
ひ
九

る
如
き
実
行
す
べ
き
決
心
せ
ば
直
ち
に
行
ふ
べ

し
、
善
は
急
げ
、
余
は
亦
君
の
父
厩
に
手
紙
を
出

す
べ
け
れ
ば
、
露
も
父
母
に
願
ふ
所
あ
る
べ
し
、

と
印
さ
れ
修
付
、
か
く
の
如
く
長
文
県
を
も

か
へ
り
み
ず
印
ヒ
候
。

私
は
咋
今
希
に
お
り
候
て
も
別
に
居
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
人
闇
に
て
も
此
れ
な
く
、
或
は
字
治
で

ニ
ワ
ト
リ
一
袈
し
花
を
枯
ら
す
よ
り
は
よ
き
か
も

知
れ
ず
候
。
他
日
ア
メ
リ
カ
生
活
の
↓
補
と
し
て

規
則
正
し
き
労
働
、
他
人
の
飯
に
馴
れ
ざ
る
べ
か

ら
.
丁
、
ア
メ
リ
カ
h
と
い
、
つ
t
o
、
系
力
り
ち
力
え
ば

(
人
又
科
学
研
究
所
嘱
託
)

死
あ
る
の
み
、
い
か
な
る
痛
苦
も
死
に
及
は
ず
粗

食
激
労
位
な
き
も
の
か
は
、
妙
華
園
に
入
ら
ん
と

し
て
止
め
し
事
を
今
に
し
て
非
な
る
を
誓
候
。

尚
行
く
べ
き
所
は
下
記
の
所
に
限
ら
ず
候
へ

現
今
職
美
と
し
て
あ
る
中
に
比
較
的
設
佛
完

仕全
に
し
一
驫
惑
少
き
斤
と
小
せ
ば
、
小
生
は
や
は

り
妙
引
園
を
押
し
伊
・
・
・
U
木
は
一
豹
進
国
な
り
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
井
ず
、
最
完
全
な
る
も
の
あ

ら
ば
何
ぞ
ア
メ
リ
カ
に
h
く
を
要
せ
ん
。
し
か
し

妙
莱
凶
よ
り
更
に
良
き
所
あ
れ
ば
好
け
れ
共
:
」

か
く
し
て
園
条
を
志
し
亀
園
に
問
合
せ
し

が
、
年
末
に
「
本
科
§
生
は
満
員
」
と
断
わ
ら
れ
、

新
年
を
迎
え
て
、
宮
内
省
新
宿
植
物
御
苑
か
早
稲
田

大
髭
か
酒
'
畢
公
せ
ん
こ
と
を
決
心
し
、
牧

野
牧
師
そ
の
他
の
紹
介
状
而
に
し
て
、
一
九
0
六

年
一
月
九
日
上
京
、
牧
野
牧
師
よ
り
大
隈
邸
内
湯
谷

磋
一
"
氏
宛
の
紹
介
が
ま
と
ま
り
、
一
月
十
九
日
よ

り
六
隈
邸
に
鬨
芸
1
寺
と
し
て
仕
込
む
こ
と
と
な

る
。
そ
し
て
談
艀
代
か
W
一
に
、
社
会
連
動
と

社
会
主
需
類
に
倒
を
剖
か
せ
、
ま
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
進
化
曹
ふ
れ
る
繋
三
与
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
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、


